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近年、生物多様性保全の見地から農村域においても様々な施策が講じられるように１.はじめに

なっている。多様性保全のためにはそれを醸成するビオトープとビオトープ相互をつなぐネットワー

クの構築が重要と考えられ、そのためには用排水路内の堰、落差工、急流工や水田・排水路間など、

水生生物移動の障害となるカ所をつなぐ簡易な構造物が必要である。本報文ではこのような簡易構造

物への多連オリフィス式魚道の適用可能性について水理実験結果を基に検討した。

魚道を用排水路系内に適用する場合には、小流量、急勾配、小規模簡易２.所要条件と魚道形状

形状であることが重要と考えられる。特に休耕田をビオトープとして活用する場合は流量の制約が厳

しくなると推測される。また、敷地の制約や取り外しの便から急勾配（短延長）、小規模なことも要

求されると思われる。これらの条件に比較的適合する魚道として、ここでは に示す多連オリフFig.1

ィス式の魚道（オリフィスを短区間に多数連接した魚道）を呈示し検討した。

の形状で魚道幅を３.実験方法と水理特性 Fig.1

とした全体模型（プー0.2m

ル数 ）と魚道幅 の13 0.5m

部分模型（ プール）につ1

いて水理実験を行い、その

流況を検証した。この際の

プール

検討魚道の形状比Fig.1

0.1間水位差は魚道幅の約

倍であり（各プール、水深により変動するが の範囲であった）、平均水面勾配、魚道勾配と0.1±0.02

1/2.5 5mm 4mm Z 1も約 であった。計測には直角三角堰、 径プロペラ式流速計、 径 方向電磁流速計、

読みスケールを用いた。mm

その結果、本魚道は、魚道としては急勾配（約 ）で、オリフィス間隔が狭く、隣接オリフィス1/2.5

断面が一部重合しているものの、非重合幅を拡幅し重合率を下げた 形状（重合率 ）では、Type1 31.6%

各プール水深が低下せず（ほぼ均等で）、潜り流出に近い安定した流況が確保されることが明らかと

なった。 形状の水理特性は次のようになった－ ①水深比 （魚道幅に対する水深比。以下同Type1 0.6

様）以上では各プール水深はほぼ均等化し、水深が上がるほど均等性が高まった、②低水深ほど水面

変動は増大したが、水深比 でも水面変動比は最大カ所で 以下であった、③水深比 以上で0.6 0.045 0.6

は流量はほぼ一定であった、④水深比 以上ではオリフィス、オリフィス重合断面のいずれの中心0.8

流速も下流に向けて
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魚道幅と高さ、流量 魚道幅と遡上機能Fig.2 Fig.3

（各経路の最大魚について）加速する状況は見られなかった、⑤オリフ

魚の遡上、休息の所要条件ィス中心流速は重合中心流速の約 割（全4 Table1

オリフィス平均）と低い反面、径時的な変

動が比較的大きく、水深比 以上では間0.8

欠的に 近くまで低下した、⑥上流オ0m/s

リフィスと反対側の側壁付近におけるプー

ル低層（ 中の 、 測点）の流速Fig.1 M3 M4

とその径時変動は、水深比 以上では水0.8

深に依らず安定する傾向が見られた。

上記結果から潜り４.魚道規模と効果

流出のように流況が安定する最小水深比は

であることが分かったので、これに基0.8

づき魚道規模（幅、高さ）と流量、遡上機

Fig.2 Fig.3能の関係について整理すると 、

のようになった。 において魚の遡上条Fig.3

件、遡上経路は 、 に依った。Table1 Fig.4
1 )

から本魚道は勾配 （ ）と従来Fig.2 1/2.5 1/5

0.魚道より概して急勾配にも関わらず、幅

1 1m 0.0005 0.11 0.000～ において流量 ～ （

～ ） と従来魚道よりも小規模、35 0.08 m/s
3

小流量となることが分かる。一方、 かFig.3

ら概ね多様な魚種の遡上が可能と見られる

こと、しかし、小規模化するほど、中型魚（経路 ）を中心にB

遡上が困難になることが分かる。小規模化させつつ多様な魚種

を遡上させるにはプール間水位差、すなわち勾配を若干低減さ

せる必要がある（勾配は と緩くなり魚道延長はその分、延1/5

びるが、流量は更に小さくなる）。
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1/2.5、経路C（潜孔中心流速/突進速） 1/5、経路C（潜孔中心流速/突進速）

流速比からの遡上限界（上限値）

幅比からの
遡上限界
（下限値）

＊　ほとんどの潜孔ではより低流速なこと、流速の径時変動により更に低流速となること、潜
    孔周縁には低流速域が存在することから本魚道の流速比上限は1.2とした。
＊＊　隔壁以外の部分や重合断面の片側には幅の制約がないため、幅比下限を0.7とした。


